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セラミックス及びセラミック複合
材料の力学特性解析
KEYWORDS セラミックス、力学特性、信頼性

セラミックス及びセラミック複合材料は軽量で耐熱性に優れているのでエンジン部材等に欠かせない
材料で、省エネルギーを実現するために必要不可欠です。セラミックス及びセラミック複合材料を
安全・安心に活用するために、その力学特性の評価・解析を研究しています。
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■ 薄膜や微小試験片などの力学特性（硬さ、弾性率、降伏応力、クリープなど）評価
■ セラミックスおよびセラミック複合材料の破壊特性（破壊靭性、R曲線など）評価
■ 繊維強化セラミック複合材料の作製

ナノインデンテーションによる力学特性評価

極微小繊維による高機能セラミック複合材料の開発

近年開発される先進材料の多くは基板
上の薄膜・コーティング、もしくはMEMS 
等に用いられる微小部材の形態となるこ
とが多く、力学特性を把握することが困
難です。ナノインデンテーションはそれ
らの力学特性評価法として注目されて
います。ナノインデンテーションで正確に
力学特性を評価する方法やその適用範
囲を広げる解析法の研究をしています。
研究成果は先進材料の信頼性向上に役
立つと考えています。

非常に小さな繊維状物質であるカーボン
ナノファイバーやセラミックウィスカは連
続繊維にはない優れた特徴をもって
います。それらをセラミックスと如何に
複合化し、それによって高機能を如何に
発現させるか、を研究しています。
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ナノインデンテーションの模式図

カーボンナノファイバーが静電吸着したシリカ球

カーボンナノファイバー強化アルミナ複合材料中の
亀裂進展


